


補強・耐震化橋梁への適用例3

都市土木への
地盤改良技術

補強・耐震化河川、海岸構造物への適用例4

タンク、建屋等の既設構造物への適用例5 液状化対策

地下構造物への適用例6 液状化対策・地下空間の利用

リサイクル技術の適用例7

耐震化・リニューアル港湾施設への適用例1

長い間利用されている港湾施設では、既設の岸壁や護岸の、
経年による老朽化や機能低下の問題を抱えており、地盤には
液状化や地耐力不足が懸念されます。港湾施設を供用しなが
ら海側または陸地側を地盤改良することにより耐震性能の向上、
リニューアル化を図ります。振動・騒音を抑えた施工法により、
周辺環境に配慮した施工が可能です。

耐震化空港施設への適用例2

各地の空港施設では、十分な耐震性を確保することが課題と
なっています。地盤の問題としては液状化が懸念されており、
高さ制限に対応した施工機械を利用するなど、航空機の離発
着に影響を与えない施工方法で既設滑走路や空港施設の直
下を地盤改良することにより耐震性能の向上を図ります。JACSMAN
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リサイクル・補強・充填

改良土

従来、建設工事で発生する残
土や建設汚泥は最終処分場に
おいて埋立などの処分をされて
いました。しかしながら、近年では
処分場の受け入れ可能容量は
飽和状態で処分地は慢性的に
不足しており、環境保全の観点
からも発生土をリサイクルする気
運が高まっています。様々な用
途に応じた発生土のリサイクル
が可能で、軽量土による埋戻し
等、都市土木におけるあらゆる
シーンに当社のリサイクル技術
が活用できます。

旧耐震基準で建てられたタンク、建屋等
の既設構造物では、地震の際の地盤の
液状化などが懸念されています。変位を
抑制する工法など現場条件に適した工法
選定により、既設構造物直下を地盤改良
することで耐震性能の向上を図ります。

都市部で進む地下空間の利用においては、既設構造物の防護や掘
削対策といった短期的な課題と各種構造物に対する地耐力増加や
液状化防止といった長期的な課題があります。現場条件に適した地
盤改良工法の選定により、これらの課題を同時に解決し工期を短縮
することが可能です。

住宅の密集した都市に隣接する河川や海岸の堤防・護岸は、津波
や豪雨から私達の生活を守るものです。これらの構造物は、老朽化
が進んでおり防護機能の低下を防ぐ工事が望まれています。高さや
敷地に制限のある狭隘な場所に適した施工方法により地盤改良を
行い、耐震性能を確保します。自走式の施工機械を利用することで、
施工中の急な出水に備えます。

経年により老朽化した橋梁は、大規模地震に対して橋脚の破損や
倒壊等の課題を抱えており、基礎地盤には地耐力不足が懸念され
ます。交通を規制せずに地盤改良を行う工法により基礎を補強し耐
震性能の向上を図ります。
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